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論 文 内 容 の 要 旨

申請者の主論文は第1部と第2部からなっている｡主論文の第1部は

(1) a(x,y)謡+b(x･y);-C(x･y)u
をみたす解析的解 u(x,y)の一意性に関するものである｡a,b,Cの原点での vanishingorder- 以後

簡単に Orderとよぶ- についてつぎの仮定を設ける:Cの Orderを m(≧1)とすれば,a,bのそれは

共に ∽+1以上である｡

u(x,y)の原点における逐次導関数を導く関係式をつぎの形におく｡
---I -･･････ゝ -･････ゝ ー
SNUN-F(Ul,U2,･--･,UN_1)(N-1,2,･-･･････-)
-ラ

ただし,UN-i(∂官u,∂芸~1∂yu,-･-･･,∂写u)i(x,y)-(0,0)

であり,鎧 は(〟+1)次の正方行列である｡

申請者の研究は,SNの構造の解明に向けられているoa,b,Cのそれぞれ斉次 m+1,m+1,m 次の部

分を A,B,C とし,SNを A,B,Cの係数で表現することによって,次の2つの場合に分類した.

1) xB(x,y)-yA(x,y)-0

C(x,y)-1

が根をもつ場合｡(三角化可能の場合とよんでいる),

2)xB(x,y)-yA(x,y)-0 から C(x,y)-0

がしたがう場合｡(三角化不可能の場合とよんでいる),

得られた結果は次の通 りである｡

i)三角化可能でない場合はつねに解の一意性がなりたつ.

ii)三角化可能の場合は,解の一意性がなりたつ場合もあり,そうでない場合もあるO一意性がなりた

つためには,a,b, Cのさらに原点での高階偏導関数の間の閑数式がなりたつことが必要である｡また

一つの十分条件も示されている｡
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主論文第2部では,第1部の結果が多変数の場合に拡張されている｡
Ill+1

(2)昌 aj(xl･x2,･････････Xn･1)i u-W(xl,･-･-,Xn･1)u
に対してつぎの仮定をおく:a)の原点でのOrderを m(≧1)とすると, a,.のそれはすべて m+1以上で

ある.a,･,Wの m+1次,m次の斉次部分を Aj,B とし,(2)の代 りに方程式
n+1

(3)∑Aj(Xl･････-･,Xn･1)ai u-a(xl･-･･･････Xn･1)uメ-0

を考える｡まず(3)が解の一意性をもてば,(2)もそうであることが証明されている｡目的を解の一意性がな

りたつための十分条件をみつけるということにしぼり,(3)の解の一意性について研究を行っている｡第1

部の結果より,

V-(xECPn;xiA,I(x)-x,･Ai(X)-0,i,i-1,-･-･,n+1),

W-(xECPn;B(x)-Ol

とおき,三角化可能でないとは,Ⅴ⊂Wによって定義する｡

まず三角化可能である場合には,(3)が一意性をもつための必要十分条件が求められている｡この場合,

本質的には古典的な場合であるところの,β-1の場合に帰着される｡

ついで三角化可能でない場合には,第1部でとり扱った2変数の場合と異 り,無条件では解の一意性が

なりたたないことが例によって示されている｡申請者はさらにこの場合を深く追求している｡γの既約多

様体への分解をⅤ-UJV～とする｡Viを1つ固定して考える｡作用素

を V再こtangentialな部分と,transversalな部分の和として表現し,(3)の解が.Vi上で0あることを注

意し,上の作用素はパラメーターを含む所の,tranSVerSalな方向にのみ作用する作用素に帰着される｡

結果的にはこの場合はβ-1と同様な取 り扱いが可能であることが示されている｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

特性面上にデータをおく初期値問題はHadamard,Goursat等によって簡単な場合に考察されたのに始

まるが,一般に解析的係数をもつ単独高階方程式に対する考察は長谷川氏等により最近組織的に研究がな

されつつある｡ところで方程式が systemになると,仮定には種々のものが考えられる｡申請者は特性面

の定義からはむしろ逆の結論であるところの,解析的解に限ると解の一意性がなりたつ場合に注目し研究

を行った｡すなわち参考論文 1において,
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の形の SyStem の解uの一意性を考察した｡まず ¢j(0,0)-0(1≦j≦n)が必要条件であることを示し,

ついで十分条件としてつぎのものを得ている｡

行列 (∂¢ブ(0,0)/∂xi)l≦i,j≦nの固有値を11,-･.･日,lnとしたとき,任意の整数α-(α1,α2,･･････-,αn)≧0に

対して
n
2:α,･lJ･キ1･i-I

主論文第1部では,古典的と考えられるこの結果を一般の1階方程式
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Eaj(X)8%-C(X)u
n
j-I

の場合に拡張することを考えた.ただしn-2,C(0,0)-0の場合である｡この論文の重要な点は,複雑な

計算を通じて見通しを立て,三角化可能,不可能という重要な概念を非常に簡単な条件のもとに定義した

ところにある｡このことによって,解の一意性の成立の判定条件が簡単な形で求まることを示した｡

主論文第2部では,nを一般として,三角化可能,不可能という条件を幾何学的にとらえることによっ

て,作用素を分解することに成功し,多変数の場合の複雑性が何に起因しているかを明らかにしている｡

このことは開発された手法と共に今後この方面の研究に大きな寄与をするものと思われる｡また興味のあ

る具体例を種々挙げることによって,仮定をおくことの妥当性ならびに,一意性の条件を具体的な形でさ

らに完全な形で解決することの困難さを示唆している｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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